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常任委員会報告常任委員会報告
６月定例会で付託された議案・陳情の審議内容（抜粋）

 

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

●
平
成
29
年
度
大
崎
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇
お
お
さ
き
国
際
交
流
事
業
補
助
金
に
関
す
る
主
な
質
疑

質
： 

お
お
さ
き
国
際
交
流
事
業
の
新
た
な
事
業
期
間
は
、
本
年
度
か
ら
何

年
間
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
今
回
の
予
算
に
お
け
る
普
及
に
向
け
た

計
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
： 

事
業
の
期
間
は
、
３
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
計
画
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
と
協
議
中
で
あ
る
が
、
現

地
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
地
区
を
置
き
、
資
源
ご
み
の
分
別
方
法
や
回

収
の
方
法
等
の
ほ
か
、
分
別
収
集
計
画
の
策
定
を
バ
リ
州
行
政
へ
支

援
し
て
い
く
。

◇
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
補
助
金
に
関
す
る
主
な
質
疑

質
： 

有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
確
認

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
： 

現
在
、
捕
獲
指
示
に
よ
り
捕
獲
さ
れ
た
固
体
の
確
認
部
位
を
担
当
係

職
員
が
確
認
し
、
写
真
と
し
て
記
録
し
て
い
る
。

◇
あ
す
ぱ
る
大
崎
温
泉
施
設
改
修
工
事
に
関
す
る
主
な
質
疑

質
： 

あ
す
ぱ
る
大
崎
の
温
泉
施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て
、既
存
の
ボ
イ
ラ
ー

室
が
あ
る
が
、
新
た
に
設
置
す
る
の
か
。

答
： 

現
在
、
２
基
の
ボ
イ
ラ
ー
で
施
設
全
体
を
賄
っ
て
お
り
、
常
に
稼
動

し
た
状
態
で
あ
る
た
め
、
ボ
イ
ラ
ー
に
か
か
る
負
担
も
大
き
く
全
体

的
に
熱
量
不
足
と
な
り
、
露
天
風
呂
を
閉
鎖
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
予
算
で
は
温
泉
施
設
専
用

と
し
て
露
天
風
呂
近
く
に
ボ
イ
ラ
ー
を
新
設
す
る
。

 

文
教
経
済
常
任
委
員
会

●
陳
情
を
一
部
採
択
す
べ
き
も
の
と
意
見
が
一
致

　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
、
複

式
学
級
解
消
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
８
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て

陳
情
者　

大
崎
町
野
方
４
３
１
１
番
地
２　

宇 

都 

幸 

枝　

氏

　

 　

本
陳
情
の
要
旨
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２

分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
、
教
職
員
定
数
改
善
や
学
校

の
統
廃
合
に
よ
ら
な
い
複
式
学
級
の
解
消
に
向
け
た
適
切
な
措
置
等
に

よ
っ
て
教
育
内
容
の
改
善
を
求
め
る
内
容
で
あ
り
、
左
記
事
項
が
実
現

さ
れ
る
よ
う
国
の
関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出
を
陳
情
さ
れ
た
も
の
で

す
。

１ 　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改
善
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働
改
善
の
た

め
に
、
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２ 　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

３ 　

離
島
・
山
間
部
の
多
い
鹿
児
島
県
に
お
い
て
教
育
の
機
会
均
等
を
保

障
す
る
た
め
、
国
の
学
級
編
成
基
準
を
改
め
て
、
学
校
統
廃
合
に
よ
ら

な
い
複
式
学
級
の
解
消
に
向
け
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　

陳
情
趣
旨
は
概
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
右
記
第
３
項
の
「
学
校
統
廃
合
に

よ
ら
な
い
複
式
学
級
の
解
消
」
に
つ
い
て
、
学
校
の
統
廃
合
は
全
国
各
自

治
体
で
教
育
環
境
が
異
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
学
校
統
廃
合
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
が
改
善
さ
れ
る
要
因
に
も
な
り
得
る
こ
と
か

ら
、
第
１
項
か
ら
第
３
項
の
う
ち
第
３
項
を
除
い
て
採
択
す
べ
き
も
の

と
、
全
委
員
の
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

●
意
見
書
（
案
）
を
６
月
23
日
の
本
会
議
に
提
出

　

右
記
陳
情
の
要
旨
に
記
載
さ
れ
て
い
る
第
１
項
か
ら
第
３
項
の
う
ち
、

第
３
項
の
「
学
校
統
廃
合
に
よ
ら
な
い
」
の
文
言
を
除
い
た
要
望
事
項
を

記
載
し
た
意
見
書(

案)

を
、
６
月
23
日
の
本
会
議
に
提
出
し
ま
し
た
。
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